
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～  

高校３年間のキャリア教育を通し

て、自分自身の成長やよりよい進路

実現に繋げるために、「どこに進学

して何を学びたいのか」「なぜその

仕事がしたいのか」「何を大切にし

てその仕事をするのか」等の【内的

キャリア】をしっかりと固めていっ

てほしいと思います。  

この授業は、飯南町内・近隣の事業所の方々にお越し

いただき、【企業の魅力や、飯南町で働く意義、やりがい

等を知ることで、地域理解や地域貢献の意欲を養うこと、

進路選択の一助とすること】を目的に、４年前から開催

しています。今回は１６の事業所に加え、Ｕ・Ｉターン

の方、地域で活動する大学生合わせて４名にもご協力い

ただきました。 

生徒たちは２５分ずつ、合わせて４つのブースを回り、

会社の概要や働く意義等の話を聞きました。自分の目指

す分野の話でなくても、仕事のやりがいや仕事に就いた

理由等をお聞きし、様々な視点で職業を捉えることがで

きました。話の中で高校生へのメッセージもいただき、

今やるべきこと、身に着けておきたい力等、高校生活か

ら取り組める大切なことにも気づくことができました。 

来ていただいた方々の思いを聞き、生徒からは「話を

お聞きし、地域に貢献できる方法はたくさんあることが

わかった。」「将来看護師になりたいと考えているが、福

祉施設でも看護師が必要だとわかり、就職先の選択肢が

増えた。どんな場所で働く看護師になりたいかを考えて

いきたい。」「将来は地元に戻ろうと考えているが、今回

Ｕターンされた方の話を聞き、その思いが一層強くなっ

た。将来のために、地域活動に積極的に参加し、地域と

の関わりを深め、大切にしていきたい。」「今回話をお聞

きした方のように、自分に合ったやりがいを見つけ、誇

りを持って仕事ができるようになりたい。」「飯南高校卒

業生の方のメッセージで、“仕事に就く前の土台作りが大

切”という言葉が参考になった。高校はその土台を固め

る大事な時期なので、しっかりと勉強しようと感じた。」

等様々な感想がありました。 

たくさんの刺激を受け、目指している職業、その他の

職業についても視野を広げることができた進路学習とな

りました。また、地元で働いている方の故郷への思いを

聞くことができ、自分の町への愛着を深めることにも繋

がったようです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月から１１月にかけて、飯南町や美郷町の秋祭

りでは、各地区の宮で『はやしこ』の奉納が行われま

す。飯南高校では『はやしこ』を地域学習の一環とし

て捉えており、【地域在住の生徒が郷土の文化の担い手

として活動することを奨励するとともに、県外出身の

生徒が飯南地域の文化にふれる契機とする】ことを目

的に、生徒たちは公欠扱いで祭りに参加しています。

昨年度に引き続き、ホストファミリーの方にお誘いい

ただき、県外出身の寮生も『はやしこ』として、地域

の多くの方が支えるこの伝統行事に参加させていただ

きました。  

初めに、進学希望者、就職希望者に分かれて進学・

就職の意義や心構え等の話を聞きました。その後は、

たくさんの大学や専門学校等から講師として来てい

ただき、２４もの分野から興味のある３つを選び、

３０分ずつ話を聞きました。  

学部・学科の説明や、卒業後の職種、取得可能な資

格や免許等、分野ごとにとても分かりやすく話をして

くださり、生徒はとても真剣に話を聞いていました。 

本校は、２年生に進級する際、一般企業への就職や

専門学校等への進学を希望する生徒に対応している

Ⅰ型と、国公立大学をはじめとする４年制大学や短期

大学、看護系の専門学校等への進学を希望する生徒に

対応しているⅡ型に分かれます。  

説明会では、【どちらを選択すればより可能性が広

がるのか？】という視点で話がありました。まず、教

務部から「Ⅰ型・Ⅱ型の大きな違いや文理・科目選択

のポイントについて」等の話がありました。そして、

進路指導部からは、「進学や就職のメリット・デメリッ

ト、学費について、２・３年生ですべきこと」等の話

がありました。  

Ⅰ型・Ⅱ型や文理・科目選択は、卒業するまで変更  

生活デザイン「高齢者とかかわる」単元の実習とし

て、この講座を行いました。『認知症サポーター』とは、

認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を温か

く見守る応援者のことです。キャラバン・メイト（認

知症サポーター養成講座の講師役）として、飯南町保

健福祉課の保健師、理学療法士、看護師の方５名をお

招きしました。  

講義の中で、認知症の症状や治療、予防、支援の仕

方等について詳しく教えていただき、それをもとに認

知症の方への「良い対応」「悪い対応」を考えました。 

【会 長】井上  暢倭  

【副会長】岸   海斗  

     直井 康史郎  

【議 長】勝部  梨厘加  

     平石 太陽  

 

【書 記】横貝 伸樹  

     石田 裕奈  

【会 計】奥野 志穂  

     岡  夢乃  

地元出身の生徒からは、「小さい頃と比べたら参加

人数は少なくなったが、盛りあがりが廃れないのは地

域の人の思いがあるからだと思う。今後も続けていく

ために、自分にできることから動いていきたいと感じ

た。」「飯南町の伝統といえるこの『はやしこ』を継承

できる人になりたい。これからもできるだけ参加して

地域に貢献し、恩返ししていきたい。」等の感想があ

りました。地域に根差した伝統文化の大切さを感じ、

次世代に繋げていきたいという思いを書いている生

徒が多くいました。  

また、県外出身の寮生からは、「地域全体が大きな

家族のようで、飯南の良さを体感した。はやしこだけ

でなく、様々な行事に参加させてもらっていることも

あり、段々と知り合いが増えてきたことがとても嬉し

い。寮生がはやしこに参加できるように動いてくださ

った皆さんに感謝したいと思う。」等の感想がありま

した。人と人との繋がりや世代間交流の温かさを、身

をもって体験させていただきました。ありがとうござ

いました。  

 私たち生徒会は、一人に任せるのではなく、全

員で仕事をし、支え合うことを意識して活動して

いこうと思っています。今現在も一人一人が積極

的に行動できているので、この調子で１年間続け

ていけるように、まず自分が動いていきたいと思

います。  

 先輩たちが築き上げたものを受け継ぐだけで

はなく、更に良い学校にできるように自分たちが

新しいものを創り上げていこうと思っています。 

することができません。どの先生からも、共通して言

われたことは、積極的に相談し、【最後は自分で決断】

してほしいということでした。卒業後の進路をしっか

りと見据え、この先必要となる科目や力を把握し、最

善のコース選択ができるように、今、しっかりと考え

る時間を作ってほしいと思います。  

 この日は、ベネッセコーポレーションから講師をお

招きし、１年生に向けてと、１年生保護者に向けてそ

れぞれ進路講演会をしていただきました。  

 この授業は、【様々な学問や働き方等を体験的に学

習することにより、社会的関心や職業意識を高めるこ

と】を目的としています。今年は希望別に４コースに

分かれ、松江・出雲にある大学や専門学校を、見学・

体験させていただきました。  

 

 

 

 

 

生徒からは、「勉強習慣をつけられるように普段の  

生活を見直し、変えていきたい。」「自分の興味のある

こと、社会で起きていることにも目を向け、考え、自

分の意見を人に伝えられるようになりたいと思っ

た。」「やりたいことが決まらず悩んでいたが、様々な

情報について考えることがやりたいことに繋がるこ

とが分かった。」などの感想がありました。  

模擬授業や施設見学をさせていただいたことで、学

校や授業の雰囲気をつかめたことや、在学生の方と直

接お話して質問できたことも、生徒にとっては大きな

収穫だったようです。  

この日は、ＰＴＡ研修会も兼ねており、希望された

保護者の方も一緒に学校訪問されました。進路を考え

る上での参考にしていただければと思います。  

生徒からは、「カリキュラムや授業の特徴などを詳

しく聞くことができた。どの職業も必要とする力があ

り、その力を卒業までにしっかりつけておきたいと思

った。」「自分の夢を叶えるために、どうすることが一

番いい方法なのか考える良い機会になった。自分の目

指している道がそう簡単ではないこともわかった。親

や先生と話し合って、２年生のコースを決めたいと思

った。自分の視野を広げて周りの情報を大切にした

い。」などの感想が聞かれ、コース選択や卒業後も視

野に入れながら話を聞いていたことが伺えました。  

また、【認知症サポーターとしてできること】も考

えました。家族や親戚に認知症についての知識を伝え

る、地域行事への参加を呼びかける、言葉に耳を傾け

受け止める等、今から自分にもできると思うことを一

人一人書き上げていました。  

この『認知症サポーター養成講座』は、町内の郵便

局や商工会等でも行っておられるそうです。認知症に

なっても互いに支え合い、安心して暮らせる町づくり

を目指しているとおっしゃっていました。誰もが暮ら

しやすい地域をつくっていくための一員として、今後

の生活の中で、自分にできる範囲で活動してくれるこ

とを期待しています。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１２月号 平成３０年１２月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

 

５日（土）夕方 開寮 

８日（火）始業式 

９日（水）月曜日の時間割 

１０日（木）３年生試験発表 

１７日（木）３年生学年末試験（～２１日） 

１９日（土）センター試験（～２０日） 

２２日（火）３年生家庭学習期間（～２月２７日） 

２３日（水）中高一貫特別選抜及び推薦選抜 

      （生徒は特別休業日） 

２９日（火）１年生地域医療学習 

３０日（水）２年生スキー研修 

      ３年生出校日 

吹奏楽部が赤来中学校との合同演奏を披露し、茶道同

好会はお茶席を設けました。生命地域ラボでは、来島公民

館とコラボし、生徒が発案してよもぎクッキーやスイー

トポテト作り・販売等を行いました。地域の様々な方々と

交流を持つことができ、飯南高校生の活動や部活動での

練習の成果を見てもらう機会になりました。たくさんの

ご来場、ありがとうございました。 

平成３０年度島根県高文連自然科学部門 研究発表会 

 今年は、昨今の地震や大雨による被害や生徒自身の過

去の実体験から、自分達の住んでいる地域で起こりやす

い災害や、その特徴を知りたいと考え、 部員６人で「山

間部の自然災害に関する研究」について調べ、発表しまし

た。結果は、優良賞でした。本番では堂々と自信を持って

発表することができ、非常に良い経験になりました。審査

員からの質問に対しても、的確に答えていて、他校の先生

からも高く評価されていました。来年に続けていきたい

と思います。 

第１２回中国高等学校新人テニス大会 

【１回戦】奥野 志穂  ５－７ 米子北斗（鳥取） 

内川 夏々子 １－６ 宇  部（山口） 

 

            福山市竹ヶ端 

            運動公園庭球場 

            にて 

平成３０年度島根県高等学校新人ハンドボール大会 

【１ 回 戦】 飯南 ２２－２０ 松江工業 

【準 決 勝】 飯南 １３－２１ 松 江 南 

【３位決定戦】 飯南 １１－１５ 江  津 

平成３０年度島根県高等学校卓球新人大会 

【男子団体】予選１次リーグ ３位 

【女子団体】予選１次リーグ ４位 

【男子シングルス】６名出場 

【女子シングルス】６名出場 

平成３０年度島根県高等学校バレーボール選手権大会 

【１回戦】飯南 ０－２ 出雲農林 


